
(財)財務会計基準機構会員

（百万円未満切捨て）
１．平成21年３月期第３四半期の連結業績（平成20年４月１日～平成20年12月31日）

(1)連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

(2)連結財政状態

(参考)自己資本　　　　21年３月期第３四半期　410,431百万円　　　　20年３月期　452,479百万円

２．配当の状況

(注)配当予想の当四半期における修正の有無　　無

３．平成21年３月期の連結業績予想（平成20年４月１日～平成21年３月31日）

（％表示は対前期増減率）
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４．その他

(1)期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）　無

(2)簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用　 有

（注）詳細は、７ページ【定性的情報・財務諸表等】　４．その他をご覧ください。

(3)四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

　 （四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更に記載されるもの）

① 会計基準等の改正に伴う変更　 有

② ①以外の変更　　　　　　　　 有

（注）詳細は、７ページ【定性的情報・財務諸表等】　４．その他をご覧ください。

(4)発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む）

21年３月期第３四半期　215,291,912株　　20年３月期　　　　　　215,291,912株

② 期末自己株式数

21年３月期第３四半期　  4,672,950株　　20年３月期　　　　　　  4,606,988株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間）

21年３月期第３四半期　210,655,578株　　20年３月期第３四半期　210,713,866株

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

１．　業績予想につきましては、本資料の公表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであ

　　り、実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。

　　　なお、業績予想に関する事項につきましては、６ページをご参照ください。

２．　当連結会計年度から、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　平成19年３月

　　14日）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号　平成19

　　年３月14日）を適用しております。

　　　なお、四半期連結財務諸表につきましては、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関

　　する規則」（内閣府令第64号　平成19年８月10日）に準拠して作成しております。

－　２　－
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【定性的情報・財務諸表等】

１．連結経営成績に関する定性的情報

(1)業績の概況

(2)セグメント別業績

［電気事業］

［その他の事業］

(注)　当連結会計年度から、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号　平成19年３

　　月14日）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号　平

　　成19年３月14日）を適用しております。

　　　このため、「連結経営成績に関する定性的情報」における前年同四半期連結累計期間との比較に

　　つきましては、参考値として記載しております。

ましたが、紙・パルプで自家発電の稼働抑制に伴い当社からの電力購入が増加したことなどに

溶接部の補修に伴う定期検査期間の延長による燃料費や修繕費の増加などにより、

ありましたが、燃料費調整制度の影響などにより、売上高は、前年同四半期連結累計期間に

となりました。

より、０.５％の増加となりました。

当第３四半期連結累計期間の収支につきましては、収入面では、販売電力量の減少は

比べ１７１億２２百万円増の４,０３２億５５百万円となりました。支出面では、燃料価格の

の４,４６６億４８百万円となり、これに営業外費用を加えた経常費用は、７６５億９８百万円増

以上により、営業損益は２８０億２５百万円、経常損益は３８２億８０百万円、四半期純損益は

当第３四半期連結累計期間の内部取引消去後のセグメント別業績は次のとおりです。

以上により、電気事業では、３０２億１３百万円の営業損失となりました。

当第３四半期連結累計期間の販売電力量は、前年同四半期連結累計期間に比べ０.５％の減少

の４,５９０億３７百万円となりました。

２２６億３５百万円といずれも損失となりました。

となりました。

この内訳として、電灯・電力では、オール電化住宅の普及拡大はありましたが、春先の気温

が前年に比べ高く推移したことによる暖房需要の減少などにより、２.１％の減少となり

燃料費の増加などにより、営業費用は、前年同四半期連結累計期間に比べ７５５億６９百万円増

当第３四半期連結累計期間の収支につきましては、収入面では、燃料費調整制度の影響などに

より、売上高は、前年同四半期連結累計期間に比べ１８０億６８百万円増の４,１８６億２２百

万円となり、これに営業外収益を加えた経常収益は、１７７億７０百万円増の４,２０７億５６百

万円となりました。支出面では、経営全般にわたる効率化に努めましたが、燃料価格の高騰による

ました。

２１億８７百万円の営業利益となりました。

ことなどにより、売上高は、前年同四半期連結累計期間に比べ９億４６百万円増の１５３億

６６百万円となりました。支出面では、建設業の原価の増加などにより、営業費用は、前年同

四半期連結累計期間に比べ５億３３百万円増の１３１億７９百万円となりました。

以上により、その他の事業では、前年同四半期連結累計期間に比べ４億１２百万円増の

高騰や渇水の影響による燃料費の増加に加え、泊発電所蒸気発生器１次冷却材入口管台

営業費用は、前年同四半期連結累計期間に比べ７５０億３５百万円増の４,３３４億６８百万円

当第３四半期連結累計期間の収支につきましては、収入面では、建設業の売上が増加した

また、特定規模需要では、１１月以降、鉄鋼業、機械工業において生産調整の動きが見られ

－　３　－
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販売及び生産の状況（電気事業）

１．販 売 の 状 況

（単位：百万ｋＷｈ）

２．生 産 の 状 況

（単位：百万ｋＷｈ）

( ) ( ) ( ) ( )

( ) ( ) ( ) ( )

（注）連結子会社である北海道パワーエンジニアリング（株）及び北海水力発電（株）からの受電

　　　電力量は、他社受電に含めている。
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２．連結財政状態に関する定性的情報

(1)資産、負債、純資産

(2)キャッシュ・フロー

資産は、減価償却による電気事業固定資産の減少などはありましたが、泊発電所３号機増設工事

などによる固定資産仮勘定の増加に加え、たな卸資産が増加したことなどにより、前連結会計年度

末に比べ５５３億３３百万円増の１兆５,８５４億４０百万円となりました。

負債は、社債などの有利子負債の増加などにより、前連結会計年度末に比べ９７０億３０百万円

増の１兆１,６５３億４１百万円となりました。

純資産は、配当金の支払いや四半期純損失の計上による利益剰余金の減少などにより、前連結

会計年度末に比べ４１６億９６百万円減の４,２００億９９百万円となりました。

以上の結果、当第３四半期連結会計期間末の自己資本比率は、前連結会計年度末に比べ

３.７ポイント減少し２５.９％となりました。

９４百万円の支出となりました。

当第３四半期連結累計期間の営業活動によるキャッシュ・フローは、減価償却費の計上は

ありましたが、税金等調整前四半期純損失を計上したことに加え、たな卸資産が増加したことなど

投資活動によるキャッシュ・フローは、固定資産の取得による支出などにより、７４２億

により、１８５億７６百万円の支出となりました。

これらの結果、当第３四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末

以上の支出に対して、主に社債による資金調達を行なった結果、財務活動によるキャッシュ・

フローは９９３億８８百万円の収入となりました。

に比べ６５億１６百万円増の２４１億５１百万円となりました。

－　５　－
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３．連結業績予想に関する定性的情報

（単位：百万円）

収支諸元

　て想定しております。

１８１６

億円程度 １６１６

億円程度

為 替 レ ー ト

原油ＣＩＦ価格

原子力設備利用率

金 利

１　　％

１　　％

％程度

億円程度

億円程度

億円程度

億円程度

６５

１７

１３

円／＄程度

＄／bl程度

１＄／bl

＄／bl程度

％程度

億円程度

億円程度

６５

２０

１３

燃料価格の低下や販売電力量の減少など、至近の収支動向を踏まえ、平成２０年１０月３１日に公表

額

影

(注１)営業損益、経常損益、当期純損益欄の△は、損失を示しております。

２１年３月期連結業績予想

売 上 高

営 業 損 益

このような状況の中で、売上高は、販売電力量の減少などにより、前回業績予想に比べ５０億円減少

なお、当期の配当につきましては、安定配当維持の基本方針どおり年間６０円配当を継続する考えで

おります。

９２

予想に比べ損失幅がそれぞれ６０億円縮小する見通しであります。また、当期純損益は、前回業績予想

対 前 回 増 減

経 常 損 益

３２４

１０１

３２８億kWh程度

した業績予想を修正いたしました。

する見通しであります。

営業損益および経常損益は、海外炭火力発電所の稼働減や渇水の影響による燃料費の増加に加え、修

平成２１年３月期の連結業績予想につきましては、販売電力量は、鉄鋼業、機械工業での景気後退に

伴う生産調整の影響などにより、前回業績予想に比べ４億kWh程度減少し、３２４億kWh程度となる見通

しであります。

この結果、当連結会計年度の売上高は６,０５０億円となり、営業損益は２３０億円、経常損益は

３８０億円、当期純損益は２２０億円の損失となる見込みであります。

対 前 期 増 減

繕費の増加などはありますが、燃料価格諸元の見直しにより燃料費が低減する影響などから、前回業績

に比べ損失幅が５０億円縮小する見通しであります。

通 期

３７,０００

△　６８,０００

△　７１,０００

６０５,０００

△　２３,０００

△　３８,０００

△　　５,０００

６,０００

６,０００

△　４０,０００△　２２,０００

(注２)対前回増減は、平成２０年１０月３１日に公表いたしました業績予想との差を記載しております。

１１０

当 期 純 損 益

億kWh程度

円／＄程度

５,０００

原 油 Ｃ Ｉ Ｆ 価 格

１０５

※今回公表の為替レートおよび原油ＣＩＦ価格は、１月以降それぞれ９５円／＄程度、５０＄／bl程度とし

２ １ 年 ３ 月 期 予 想

今 回 公 表 平成２０年１０月３１日公表

販 売 電 力 量

為 替 レ ー ト

原 子 力 設 備 利 用 率

１円／＄

響
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４．その他

(1)簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（簡便な会計処理の適用）

固定資産の減価償却費の算定方法

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用の計算

(2)四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

（会計処理の変更）

重要な資産の評価基準及び評価方法

たな卸資産

リース取引に関する会計基準

四半期財務諸表に関する会計基準

よっている。

第14号　平成19年３月14日）を適用している。

所有権移転外ファイナンス・リース取引については、従来、通常の賃貸借取引に係る方法に

（平成５年６月17日（企業会計審議会第一部会）、平成19年３月30日改正））及び「リース

取引に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第16号（平成６年１月18日（日本

準じた会計処理によっていたが、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号

期間からこれらの会計基準等を適用し、通常の売買取引に係る会計処理によっている。なお、

係る方法に準じた会計処理によっている。この変更による損益に与える影響は軽微である。

伴い、リース取引開始日が平成20年４月１日以降のものについては、第１四半期連結会計

当連結会計年度から、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 平成

19年３月14日）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

公認会計士協会 会計制度委員会）、平成19年３月30日改正））が平成20年４月１日以降開始

する連結会計年度に係る四半期連結財務諸表から適用することができることになったことに

リース取引開始日が平成20年３月31日以前のものについては、引き続き通常の賃貸借取引に

たな卸資産については、従来、主として総平均法による原価法によっていたが、第１

四半期連結会計期間から「棚卸資産の評価に関する会計基準」（企業会計基準第９号 平成

損益に与える影響はない。

18年７月５日）が適用されたことに伴い、主として総平均法による原価法（貸借対照表価額に

ついては収益性の低下に基づく簿価切下げの方法）により算定している。この変更による

定率法を採用している有形固定資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間

按分して算定する方法によっている。

実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法に

税金費用は、主として、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の

－　７　－



５．【四半期連結財務諸表 】

(1)【四半期連結貸借対照表】

当第３四半期連結会計期間末 前連結会計年度末
（平成20年12月31日） （平成20年３月31日）

資産の部

固定資産 1,449,768 1,427,975

電気事業固定資産 894,219 894,633

水力発電設備 124,580 128,965

汽力発電設備 117,864 127,042

原子力発電設備 79,195 69,187

送電設備 188,153 192,952

変電設備 84,985 77,271

配電設備 257,190 256,667

業務設備 40,559 40,749

その他の電気事業固定資産 1,690 1,797

その他の固定資産 50,508 52,462

固定資産仮勘定 301,487 280,775

建設仮勘定 300,805 280,507

除却仮勘定 681 267

核燃料 77,772 67,921

装荷核燃料 9,948 6,246

加工中等核燃料 67,824 61,675

投資その他の資産 125,780 132,181

長期投資 39,483 49,875

繰延税金資産 58,144 54,532

その他 28,492 28,078

貸倒引当金(貸方) △339 △304

流動資産 135,671 102,131

現金及び預金 24,151 17,634

受取手形及び売掛金 30,168 33,422

たな卸資産 40,474 28,610

繰延税金資産 18,213 5,018

その他 23,033 17,905

貸倒引当金(貸方) △369 △460

合計 1,585,440 1,530,106

（単位：百万円）
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当第３四半期連結会計期間末 前連結会計年度末
（平成20年12月31日） （平成20年３月31日）

負債及び純資産の部

負債の部

固定負債 947,191 859,620

社債 513,788 423,785

長期借入金 233,454 227,339

退職給付引当金 81,099 87,986

使用済燃料再処理等引当金 69,847 72,062

使用済燃料再処理等準備引当金 2,867 2,574

原子力発電施設解体引当金 40,396 39,362

関係会社事業整理損失引当金 3,084 3,121

その他 2,653 3,388

流動負債 215,545 201,144

1年以内に期限到来の固定負債 61,755 48,686

短期借入金 57,380 48,640

コマーシャル・ペーパー 10,000 18,000

支払手形及び買掛金 28,414 33,519

未払税金 6,755 13,379

繰延税金負債 48 48

その他 51,191 38,870

特別法上の引当金 2,604 7,545

渇水準備引当金 2,604 7,545

負債合計 1,165,341 1,068,310

純資産の部

株主資本 410,408 445,833

資本金 114,291 114,291

資本剰余金 21,174 21,174

利益剰余金 283,786 319,062

自己株式 △8,844 △8,695

評価・換算差額等 22 6,645

その他有価証券評価差額金 22 6,645

少数株主持分 9,667 9,316

純資産合計 420,099 461,796

合計 1,585,440 1,530,106

（単位：百万円）
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(2)【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日　
　至　平成20年12月31日）

営業収益 418,622

電気事業営業収益 403,255

その他事業営業収益 15,366

営業費用 446,648

電気事業営業費用 433,468

その他事業営業費用 13,179

営業損失（△） △28,025

営業外収益 2,134

受取配当金 410

受取利息 416

持分法による投資利益 97

その他 1,209

営業外費用 12,389

支払利息 10,707

その他 1,681

四半期経常収益合計 420,756

四半期経常費用合計 459,037

経常損失（△） △38,280

渇水準備金引当又は取崩し △4,941

渇水準備引当金取崩し（貸方） △4,941

税金等調整前四半期純損失（△） △33,339

法人税、住民税及び事業税 △12,614

過年度法人税等 682

法人税等調整額 710

法人税等合計 △11,222

少数株主利益 519

四半期純損失（△） △22,635

（単位：百万円）
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

当第３四半期連結累計期間
（自　平成20年４月１日　
　至　平成20年12月31日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △33,339

減価償却費 52,156

核燃料減損額 2,058

退職給付引当金の増減額（△は減少） △6,887

使用済燃料再処理等引当金の増減額（△は減少） △2,214

原子力発電施設解体引当金の増減額（△は減少） 1,033

受取利息及び受取配当金 △826

支払利息 10,707

使用済燃料再処理等積立金の増減額（△は増加） △512

受取手形及び売掛金の増減額（△は増加） 3,328

たな卸資産の増減額（△は増加） △11,863

確定拠出年金債務の増減額（△は減少） △1,946

支払手形及び買掛金の増減額（△は減少） △5,160

その他 △7,806

小計 △1,271

利息及び配当金の受取額 822

利息の支払額 △10,890

法人税等の支払額 △7,236

営業活動によるキャッシュ・フロー △18,576

投資活動によるキャッシュ・フロー

固定資産の取得による支出 △74,307

投融資による支出 △14,176

投融資の回収による収入 13,871

その他 317

投資活動によるキャッシュ・フロー △74,294

財務活動によるキャッシュ・フロー

社債の発行による収入 119,637

社債の償還による支出 △10,000

長期借入れによる収入 15,000

長期借入金の返済による支出 △13,991

短期借入れによる収入 225,612

短期借入金の返済による支出 △216,099

コマーシャル・ペーパーの発行による収入 97,000

コマーシャル・ペーパーの償還による支出 △105,000

配当金の支払額 △12,471

その他 △299

財務活動によるキャッシュ・フロー 99,388

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 6,516

現金及び現金同等物の期首残高 17,634

現金及び現金同等物の四半期末残高 24,151

（単位：百万円）
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(4)継続企業の前提に関する注記

   　該当事項なし

(5)セグメント情報

　（事業の種類別セグメント情報）

　　　当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

電気事業 その他の事業 計 消去又は全社 連結

(百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円)

    403,255      15,366     418,622          －     418,622

    403,940      67,646     471,587    △52,964     418,622

   △31,698       3,245    △28,452         426    △28,025

　（注） １　事業区分の方法

　　　　　　 事業活動における業務の種類を勘案して区分している。

　　　　 ２　各区分に属する主要な製品の名称又は事業の内容等

事業区分

　電気事業

　その他の事業

　（所在地別セグメント情報）

　　　当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

　　　　本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社がないため、該当事項はない。

　（海外売上高）

　　　当第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

　　　　海外売上高がないため、該当事項はない。

(6)株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

   　該当事項なし

事業の内容

　電力供給

　建物の賃貸、土木・建築工事、電力設備の建設・保守・補修
　石炭の受入れ・保管・払出し、電気通信事業

　　　又は振替高

計

営業利益 又は 営業損失(△)

         －        684      52,280      52,964    △52,964

売上高

　(1) 外部顧客に対する売上高

　(2) セグメント間の内部売上高

規則」（内閣府令第64号　平成19年８月10日）に準拠して作成しております。

当連結会計年度から、「四半期財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第12号 平成19年３月

14日）及び「四半期財務諸表に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第14号 平成

19年３月14日）を適用しております。

なお、四半期連結財務諸表につきましては、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する
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 四半期連結財務諸表（前第３四半期）

　四半期連結損益計算書

371,079 400,553

電 気 事 業 営 業 費 用 358,433 電 気 事 業 営 業 収 益 386,133

そ の 他 事 業 営 業 費 用 12,645 そ の 他 事 業 営 業 収 益 14,420

（ 営 業 利 益 ）

11,359 2,432

支 払 利 息 10,218 受 取 配 当 金 569

持 分 法 に よ る 投 資 損 失 89 受 取 利 息 360

そ の 他 の 営 業 外 費 用 1,051 固 定 資 産 売 却 益 449

そ の 他 の 営 業 外 収 益 1,052

382,439 402,986

20,547

△ 2,124

渇水準備引当金取崩し (貸方 ) △ 2,124

3,116

関係会社事業整理損失引当金繰入額 3,116

7,074

△ 33

216

12,298

営 業 外 費 用

経 常 費 用 合 計

経 常 利 益

渇 水 準 備 金
引 当 又 は 取 崩 し

科　　　　　　　　　　目 科　　　　　　　　　　目

営 業 収 益

19,555

(  29,474)

経 常 収 益 合 計

前第３四半期

四 半 期 純 利 益

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

営 業 費 用

営 業 外 収 益

特 別 損 失

法 人 税 等 調 整 額

税 金 等 調 整 前
四 半 期 純 利 益

少 数 株 主 持 分 利 益

（単位：百万円）

(19/4～19/12) (19/4～19/12)

前第３四半期

費          用          の          部 収          益         の          部

参考資料
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